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主論文の要旨 
 
Influence of permittivity and electrical conductivity on image pattern of MRI 
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試料に印加するフリップ角を変化させるとプロトン密度強調像の信号強度分布が変化し
た｡ この原因を見いだすため, 設定フリップ角と実際のフリップ角の関係を電気的特性の
異なる 4 つのファントムを用いて検討をした。これを検討するにあたって、異なった設定
フリップ角とスピンエコー法のプロトン密度強調像を用いた。  
 ファントムの違いによる設定フリップ角の信号強度分布の依存性について、蒸留水と
0.402 w/w%食塩水は設定フリップ角とともに変化した。一方、オリーブオイルと 4.02 w/w%
食塩水は設定フリップ角の影響がわずかであった。それらの原因は設定フリップ角と実際
のフリップ角の違いとファントムの位置による影響であると考えられる。 
ファントム内の実際のフリップ角は, 誘電率が大きくなると設定フリップ角より大きく
なり、導電率が大きくなると設定フリップ角は小さくなることが示された｡ 
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本研究は､電気的特性の異なる頼体均一フアン トムを用いて､試料の電気的特性
dF)に対する設定フリップ角 と実際に印加 されるフ リップ角 a 
lF)の関係について検討 した研究であるO検討結果ではフアン トムの誘電率
および導電率によって実際のフリップ角が変化 し､フアン トムの誘電率が大きくな
ると実際のフ リップ角は設定フリップ角より大きくな り､誘電率が大きくなると実
際のフ リップ角は設定フリップ角より小 さくなることを示 していやO
RM M審査論文は高磁場 Ⅰ装置の電気的特性による信号強度分布の変化で発生する 
Ⅰ画像の不均一性について､電気的特性に対する実際のフリップ角 と設定フリップ
角の関係について明 らかにした研究であり､博士 (保健学)の学位論文 として価値
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論文審査要旨 :
のあるものと認められるO
